
合合成成自自己己イインンダダククタタンンスス  
 

2 つのコイルを接続 ( 和動接続 または 差動接続 ) したときの、 

2 つのコイルの 合成自己インダクタンス は、次の公式で求めることができます。 

 

合成自己インダクタンスを求める公式 

 
 
 
 
 
 
 

図 1 

 

直列につないだ コイル 1 と コイル 2 の 相互インダクタンスが M のとき、 

コイル 1 と コイル 2 の 合成自己インダクタンス L を求める公式。 

 

MLLL 221    

 

L [H] ： コイル 1 とコイル 2 の合成自己インダクタンス 

1L [H] ： コイル 1 の自己インダクタンス 

2L [H] ： コイル 2 の自己インダクタンス 

M [H] ： コイル 1 とコイル 2 の相互インダクタンス 

 
 

和動接続 のときと 差動接続 のときでは、式の内容は少し違うものになります。 

 

和動接続 →  MLLL 221 

差動接続 →  MLLL 221 
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和動接続の公式 
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図 2 図 2  

 

和動接続のときの合成自己インダクタンスを求める式 → MLLL 221   

 
 
 
 

差動接続の公式 

 

 
 
 
 
 
 
図 3  

 

差動接続のときの合成自己インダクタンスを求める式 → MLLL 221   

 
和動接続の公式と差動接続の公式では、符号が異なります (＋ または －) 

 
 
 
 
 
 

和動接続の公式 MLLL 221   

差動接続の公式 MLLL 221   
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例題を見てみましょう。 

 

 
 
例例  題題  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2017 問 3 

 



 解解  説説  

図 1、図 2 のコイルに電流を流すと、コイルに磁束が発生しますが、 

図 1 では、コイル 1 とコイル 2 の巻き方が、磁束発生の向きから見ると逆向きになっ

ているため、「差動接続」の状態と言える。 

(コイルに電流を流すとコイル 1 とコイル 2 に発生する磁束は逆向きになる) 

したがって、差動接続の公式  MLLL 221    が当てはまる。 
 
差動接続の公式 L = L1+ L 2-2M に、L = 1.2、L1 = L 、L2 = L を代入する 

1.2 = L + L  - 2M 

1.2 = 2L  - 2M ・・・① 

 
 

図 2 は、コイル 1 とコイル 2 の巻き方が、磁束発生の向きから見ると同じ向きになっ

ているため、「和動接続」の状態と言える。 

(コイルに電流を流すとコイル 1 とコイル 2 に発生する磁束は同じ向きになる) 

したがって、和動接続の公式  MLLL 221    が当てはまる。 
 
和動接続の公式 L = L1+ L 2 + 2M に、L = 2.0、L1 = L 、L2 = L を代入する 

2.0 = L + L  + 2M 

2.0 = L + L  + 2M 

2.0 = 2L  + 2M ・・・② 

 
 

式① と式②の連立方程式を解けば答えが求められる。( 式② - 式① を行う) 

1.2 = 2L  - 2M ・・・① 

2.0 = 2L  + 2M ・・・②   式② - 式① を行い、答えを求める 

 

2.0  =  2L  + 2M ・・・② 

－) 1.2  =  2L  - 2M  ・・・① 

0.8  =        4M 

0.2 = M 

 

M = 0.2 を 1.2 = 2L  - 2M ・・・① に代入して L を求める 

1.2 = 2L  - 2×0.2 

1.2 = 2L  - 0.4 

1.6 = 2L 

0.8 = L 

 
 
答 (2) 



 

図 1 (左) では A から B へ、図 2 (右) では C から D へと電流を流してみる。 

図 1 では、コイル 1 とコイル 2 に発生する磁束は逆向きになるので「差動接続」 

図 2 では、コイル 1 とコイル 2 に発生する磁束は同じ向きになるので「和動接続」 

(発生した磁束は環状鉄心内を回るので図 1 では逆向き、図 2 では同じ向きになる) 

 

コイル 2 に流れる電流の向きが違う  

I I 電流 I 電流 I 

環状鉄心内で、コイル 1 とコイル 2 の磁束

は打ち消しあう向きになっているので磁束

は逆向きといえる。 

したがって、この場合は「差動接続」 

環状鉄心内で、コイル 1 とコイル 2 の磁束

は同じ向きになる。 

したがって、この場合は「和動接続」 

したがってコイル 2 に発生する磁束の向きも違う  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


